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沼津市長の職員に向けた年始メッセージについて 

年始挨拶に代えて、市長から職員に向けた年始メッセージを発信しましたのでお知らせし

ます。 

 

本年も年始挨拶に代えて、市長から職員に向けた年始メッセージを庁内メールにて発信し

ましたので、報道機関へお送りします。 

 



令和８年 市長年始挨拶 

 

新年 あけましておめでとうございます。 

 令和８年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

 

新しい年は、現在沼津市で着々と礎が築かれております、「未来に向けてのまちづくり」が更に

加速する年になるものと期待しております。 

昨年も、私たちのまちが変わろうとしていることが実感できる出来事が数多くありました。 

 

本市のまちづくりの中核をなす沼津駅周辺総合整備事業につきましては、新貨物ターミナルや新

車両基地の工事が目に見える形で進展し、土地区画整理事業においても、沼津駅南第一地区が事業

完了するとともに、静岡東部拠点第二地区では宅地造成及び区画道路の整備が進み、建物移転が開

始されるなど、着実な事業進捗が図られています。 

また、中心市街地では、沼津駅南口のにぎわい拠点や中央公園の再整備に工事着手しており、今

後、まちなかに新たな魅力が誕生してまいります。 

さらに、町方町・通横町第一地区第一種市街地再開発事業の工事着手や、沼津駅北口におけるイ

オンタウン開発の動きなど、官民による事業が具体的に動き出しています。 

こうした都市基盤整備を着実に進めていくことで、住みやすいまち・変わっていくまちとして、

本市の魅力が高まっていくことを期待しております。 

 

産業振興・にぎわいに目を転じますと、昨年開催された「第１６回 みなとオアシスＳｅａ級グ

ルメ全国大会ｉｎあおもり」において、「沼津あじフライたるたるサンド」が、優勝するという快

挙を成し遂げました。 

また、本市と三島市、静岡クラフトビール協同組合などが連携して進めている 「ＴＡＰ ＯＮ Ｓ

ＵＲＵＧＡ・プロジェクト（東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進事業）」では、クラフト

ビールを活用して、環境と経済が両立する持続可能な社会を目指し、新しい価値の創造に向けた取

組を進めているところです。 

さらには、漁港における民間活力導入によりにぎわいを創出する「海業」の推進など、水産業の

維持発展や地域の活性化に向けた新たな取組にも力を入れています。 

このように、特徴ある地域ならではの資源や取組を大切に育てつつ、発展させていくことで、更

なる地域活性化が図られることを願っております。 

 

さて、国は「地方創生２．０基本構想」において、「強い経済と豊かな生活環境の基盤に支えら

れる多様性の好循環が新しい日本・楽しい日本を創る」を目指す姿として掲げ、引き続き、地方の

創生に力を入れていくと表明しております。 

このような中、本市が選ばれる自治体となるには、従来の取組だけではなく、地域の特性やポテ

ンシャルを活用した際立った政策を実施していくことが重要になってきております。 

人口減少の抑制及び定住人口の確保に向けて、沼津市の魅力を顕在化し、市内外に情報を発信し

ながら、誰もが訪れたい、住み続けたいと思うまちづくりを進めていく必要があります。 

若い世代をはじめ、多くの人々に定住してもらうためには、働く場所の確保が重要であることか

ら、積極的な企業誘致、事業承継の支援、各種産業の担い手の確保など、産業振興策にも取り組ん

でまいります。 



第５次沼津市総合計画では、都市の将来像に「人・まち・自然が調和し、躍動するまち～誇り高

い沼津を目指して～」を掲げ、令和３年度からの前期推進計画期間の５年間において、計画的・総

合的に様々な事業に取り組んでまいりました。 

 

現在、本市においては、その取組の成果が実を結び、明るい話題も増えてきており、未来に向け

たまちづくりが着実に進んでいるものと実感しております。 

 

４月から始まる新年度は、後期推進計画の初年度となります。引き続き、その流れをより加速化・

発展させるべく、更なる市勢発展に向けて全力で取り組み、多くの方々がまちに誇りを持っていき

いきと活躍できる、また、本市に住んでいて幸せを実感できるまちを、職員の皆様と一緒に創り上

げていきたいと考えております。 

 

高度化・複雑化する行政課題や市民ニーズに対応した行政サービスを提供するためには、職員の

皆様の意識改革のもと、前例や既成概念にとらわれない組織風土を醸成し、新たな発想による施策

の推進を図ることが何よりも重要であると認識しております。 

 

職員の皆様からの意見や相談についても随時受け付けており、いただいた意見や相談は可能な限

り前向きに受け止めてまいりますので、引き続き皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

 

結びにあたり、本市の更なる発展と、市民の皆様方、議会、関係団体、職員とご家族の皆様のご

健勝・ご活躍を心からお祈り申し上げます。 

本年も１年、よろしくお願いします。 

 

 

令和８年１月５日 

沼津市長 賴重 秀一 


